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はじめに 

 

 本書は、平成 27 年度に袋井市立高南小学校において行われた実践的研究の一

部を紹介するものです。 

 近年、世界的な動向として、学校では学問の基礎を学ばせるだけでなく、社会

で学び続けるための資質・能力を身につけさせるという考え方が広まりつつあ

ります。「２１世紀型スキル」、「キー・コンピテンシー」、「資質・能力の育

成」といったキーワードは、いずれもこうした学力観の変化を示しています。そ

の一方で、こうした発想に基づくカリキュラムをどのように実現してくのか、ま

た、こうした学力・学習力の指導をどのように行っていくべきなのかについて

は、いまだ模索段階にあるといえでしょう。「教えて考えさせる授業」はこうし

た状況の中で、教科の学習を通じて、自立した学習者にもとめられる発想や勉強

法についても合わせて指導することを目指す新たな指導法です。心理学におい

て長年対立したものと捉えられてきた受容学習と発見学習を新たな形で統合し

た画期的な指導法でもあります（詳しくは、市川伸一『「教えて考えさせる授業」

を創る―基礎基本の定着・深化・活用を促す「習得型」授業設計―』（2008 年、

図書文化）などを参照してください）。高南小学校では、平成２６年度は算数科

を中心に「教えて考えさせる授業」に取り組み、平成２７年度に、国語科を中心

に学校をあげて研究に取り組みました。本書はその実践の中でも、平成２７年度

の２学期に行われた研究を中心にまとめたものです。 

 本書の概要は、以下の通りです。前半は指導案集です。１、２、３、５、６年

の５学年分が収録されています（４年生の指導案は、「新版 教えて考えさせる

授業 小学校版（図書文化）」（近刊予定）に収録されることが決まっておりま

すので、割愛しております）。６年年については同一単元から２本指導案が収録

されていますので、全６本の指導案となります。各指導案の冒頭には、各指導案

の見どころと、課題について、設計にも関わらせていただいた植阪がごく簡単に

まとめています。この内容については、実践終了後に学校現場の先生方と植阪が

共同で議論を行い、それを植阪がまとめる形で執筆しています。 

 後半は、２学期以降の実践のプレゼンテーション集です。公開研究授業として

行った授業のみならず、日々の授業実践においてどのような工夫を行い、その成

果と課題はどのようであったのかも紹介されています。 
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 この学校の大きな特徴は、もちろん指導案やプレゼンテーションを見ていた

だいてもわかるように、熱心であることなのですが、それに加えて実践の日常化

ということが挙げられるでしょう。プレゼンテーションに示されているように、

公開研究授業で実践するのみならず、日々の授業実践でも「教えて考えさせる授

業」の発想を生かした様々な取り組みが行われています。「教えて考えさせる授

業」を「普段着の授業」と位置付ける、植阪を含む東京大学の市川研究室のメン

バーにとっては、こうした取り組みは何よりも嬉しいことでした。 

 また、「教えて考えさせる授業」は、各地で実践されるようになり、多くの成

果をあげつつありますが、それでも国語の実践は難しいということをよく聞き

ます。本書が、こうした学校において利用され、実践的研究の活性化につながれ

ば、この上ない幸せです。 

 とはいえ、「教えて考えさせる授業」の国語研究はまだまだ始まったばかりで

す。ご高覧いただいた先生方ご意見をいただき、実践を深めていきたいと思って

います。ぜひ忌憚のないご意見をいただけますよう、お願い申し上げます。 

  最後に、本書の発行および編集にあたっては、「ガバナンス改革と教育の質保

証に関する理論的実証的研究 （課題番号：26245075）」（代表、東京大学教育学

研究科 大桃敏行）の支援をいただきました。ここに記して感謝申し上げます。 

 

平成 28 年 3 月吉日 

編者代表 

東京大学大学院教育学研究科 助教 植阪友理 
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ᵏ  ဃẐじỄạ៻ẪỤỔẑ࠰

ҥΨӸᾉẪỤỔềợờạ 

 

ṲẮỉҥΨỉಒᙲểᙸ৑ᾉ 

 本単元では、バス、஌用車、ࢺラࢡࢵなど、様々な自動車の果たすᙺ割（「し

ごと」）にᛂじて、␗なる形状（「つくり」）をしていることを理ゎし、最終的に

は、教科書では紹介されていない車について、Ꮚども自身が同じようなス࢖ࢱル

で説明する（図㚷を作る）ことが目ᶆとされている。本᫬は、「しごと」と「つ

くり」を捉えて理ゎすることを目指した２᫬㛫目である。前᫬では、「しごと」

と「つくり」に分けて⥺をᘬく活動や表にまとめる活動などを行っており、୧者

を༊ูして捉えることはある⛬度できるようになっている。しかし、すべてのᏊ

どもが、自分が説明できる࡯ど理ゎできているのかは明らかではない。また、⧞

り㏉し読んでいる文章ではなく、ึ ฟの文章についても同様の作業を行い、自分

で表にまとめることができるだけの力が身についているかについても明らかで

はない。 

 以上を㋃まえて、この授業では、理ゎ確ㄆの部分に、Ꮚどもたちがࢡレーン車

になりきって௚のᏊどもたちに「しごと」と「つくり」を自៏してみる、いう活

動が設定されている。この授業では、Ꮚどもたち自身が理ゎした状ែを、「（形㧁

化された表現ではなく）Ꮚども自身のゝⴥで語れること」と捉えていることがఛ

える。こうした発想は、算数・数学の「教えて考えさせる授業」とも共通してい

る。すなわち、わからないேがわかるような説明がฟ᮶た᫬にはじめて理ゎでき

たと捉えるのである。１年生であっても、教ᖌが༑分にࣔࢹルを示すなど、工夫

を行えば、ここまで深い理ゎを㐩成できることを示しており、⯆࿡深い。また、

指導書では、Ꮚどもたちが図㚷にする⣲ᮦ౛としてはしご車が紹介されている。

本᫬では、理ゎ深化として、はしご車の文章を教ᖌが作成して୚えて、ここから

「しごと」と「つくり」を表にまとめている。さらに、はしご車になりきってお

話ししてみようという活動が設けられている。ึ ฟの文章であっても、自らᚲ要

な要⣲にษり分け、自分で説明してみるということを図㚷を作る前にయ㦂をさ

せておくことで、図㚷づくりにもスムーࢬにつながると考えられる。 

 

Ṳܱᨥに指導ẲẺಮ܇ử៊ộảẺẆ今後の展開にむけた視点ᾉ 

 本᫬では、前᫬からᘬき続き、自分で説明してみる前に表にまとめるという活
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動をධれている。Ꮚどもたちが表にまとめようとすると、どうしても長くなりが

ちという問題が発生する。つまり、全文を書きᢤいてしまうようなことが多く見

られた。一方、表にまとめる㝿には、▷く（場合によってはキーワードで）まと

めることも᭷ຠである。表に書きᢤく㝿に、▷くするというコࢶを明示的に教え

てもよかったのではないかという話が議論の中であがった。表のࢭルに▷いゝ

ⴥでまとめるということは、一✀のᢳ㇟化であり、中学年、高学年でも課題にな

ることである。よって一ᮅ一ኤにはできるようにならないだろう。しかし、ప学

年からᑡしずつ意㆑させることで、より高度な内容にもなったときにも対ᛂで

きる力が㣴えるྍ能性があるだろう。 

（文㈐：植阪友理） 

 

  

  

-  4  -



ýŊ�«ŌĂ� �ģú�ċ¿¥Ú 
 

ÄÛč� §�� gö 
 
Ŋ� ÏÑ� � � ªºŋŐ«ŊŉÓŊōÏńãŅ 
ŋ� �w�� � �>4&=:
� ��)
ĭ�>4�ńōňőŅ 
Ō� �w,ôÞ 
� � 	
 ď�ĭ�ķDr@�(+¶ßD:$&�ĄÔ;�ķ�Ìû*)Dĥ7�ıE'Ħ4=
(� 

&�@�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ńĺ²\¶ß\·­Ņ 
� � 	
 eØ,Ł¬DČ�*�>ĥ7�³Ė*ěĔ;ÌDÒ�¼��(�'�@�� � ńĥ8�(Ņ 
� � 	
 � ,!9+�Ds$&Ì(ÌD%*��ď�ĭ,���(�(�%�?�DĤÐ�@Ìû

DÒ��(�'�@�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ńÒ��(Ņ 
� � 	
 ën�Dà��Ò��Ì,`'�Ġ�-��D��3�;�ĥêDĳ�+ï�&�@� 

ńoăó*ěģÌ�(�ģ,íĩ+ĺ�@eŀŅ�

ō� �wÜµ 
ńŊŅ��wĘ 

�B�B*d?ì-�yü�Đ�\ĺ²Dù�:,,^%'�@�Ô�w'-�*�':í

+ĬĮ*ď�ĭD�?_�&�@� 
� � � �,��)
ĭ�>4�-����ņþ�ņþ�ņþ��(�
�À�,Üº+*$&�@

ĤÐÌ'�@��)E*leD�@,��� ,!9+�)E*%�?+*$&�@,��(

�
=
+����f%�@!9�f%,áē+~�&þ�@(�
Ðø*ÌûÜº'�@�

 ,!9�|¢�(>�;����e*ěĔ;ÌDÒ�¼��Dm�@,+ĳ�&�@��

� ÊÕÌ+Ò�A&�@Ō%,ď�ĭ,|¢+%�&ĥ7�@!9+����(�+%�&Ò

�A&�@ěĔ+-ĪĈ��%�?�+%�&Ò�A&�@ěĔ+-ľĈD¯��@�ŋĒ+

~�&ĈD¯��(+=?�),ď�ĭ:��+¤�@þ������(��%�?��%�

?�,Ł'Ò�A&�@�(+âm��!��6!�� ,!9+�(�
ěĔ-���('

:%�?':*��(+õô�����((%�?,6(6?D%*�'�@�(Dîę��

!�� �&���((%�?DZ]JK]Q+Ëî�&Ò��('�f%,ĺu´D�$ 


Ðø+Ã���!��ĥ7�$!�(DVF,�Ĳ+ġ�å�D�?zA@� ,Ļ�ď~

�ď�ĭ+*?�$&���(�(�%�?�ď¸D�@±(�@� 
�@�('�ĥ7�

$!|¢,îęDç9@((:+�ď~,ěĔ'ĤÐ'�@�Dm�&��!���

Ô�w,ěģå�(�&��ď�ĭ�ķ�D%�@å�DĞ �!��ķDÒ�!9+��

ĀÌ®,`+d?ìH]R;d?ì,ÔDĊ��¶ħó+ď�ĭ,Ô+ĚA��&�@�ÊÕ

Ì'Ō%,ď�ĭD�9&�B�B*ď�ĭ+%�&���(�(�%�?�DĦ4&�ķD

r@�Z]JK]QDĨ?�C�&��.�ķ��º�@=
+�&��ċ¶ßDąĆ��&

��!���

� � �

ńŋŅ�yü,¡· 
Ô�Ā,yü-��ċ+¤�@ĺ²\¶ß-ł������ ,`+�/>�*Dĥ8�(

��Ľ*yü��!?�ģ°�c��yü:�!?�@� 
j6'+�ċ�!ĤÐÌ-��#.��(�
7,��AE5�'�@���#.��'-�

��(þ��Ō�ĉ?į�A&�@ÌûDĥ7� �'-�ĤÐÌ,�Ôó*UO][D�ċ

��|¢Dà��ĥ7�@�(D�E"� �&��#.�JGNDr?���(þ�,±+

-  5  -



¹A!��
7,��AE5�'-��q���)�+��),=
+�&�ļA&�@,���

��Ì�'Ò�A&�@!9���+¤�@þ��ėm�;��¶ßó+ĥ7�@�(�'�

!� �&�ď~,ěĔ'ļAÎDĤÐ'�@�:��$!��)
ĭ�>4'-���+¤

�@þ�Dà��ėm��Ò�¼��(�'�@�(Dô¿�!�� 
 
ńŌŅ��ċĜðń{őÑĹŅ 

Ñ 	
 ôÞ� \b*�ċå��  
��Ľ­Ù  

	
 Ê�@�( 
\Č���@�( ğt 

Ŋ 
 
 
 
 
 
 

 
ŋ 

	
 �B�B*ď�ĭ+Đ�D:#�

�ċ,ėİ�D:%�(�'�

@� 
\{ÌDĥ7�ċ,ėİ�D:%� 
\ď�ĭ�ķDr@�(Dġ�� 
 
 
 
 
	
 �)
ĭ�>4Dĥ7�|¢,{

pDĥ7�@�(�'�@� 
\Í}é�;ën�D�ċ�@� 
\��;þ�+%�&Č�@� 

 \ď�ĭ+%�&÷$&

�@�(Dġ�!?Ď

�!?�&��ķr?

+ĺ²D:#�ď�ĭ

+ĺ�@Ô;ÌûDı

E'ĥ:
(�@� 
ńĺ\¶\· 

òĕ\Ę£Ņ 
\���q��þ���

�%Ò�A&�@�ĥ

7�$&�@� 
ńĥ� òĕ� S]QŅ 

Ō 
 

 
 
ō 

(ÔÑ) 
 

	
 TM��<
=
ĭ,���(�

(�%�?�Dėm�@�(Dİ

�&�QXPJ,���(�(�%

�?�DÒ�¼��(�'�@� 
	
 JY][ĭ,���(�(�%�

?�Dėm�@�(Dİ�&�-

��ĭ,���(�(�%�?�

DÒ�¼��(�'�@� 
����(�(�%�?�Dėm�

@�(� 

	
 ���(�(�%�?�

�Ò�A&�@WG[

Q 
	
 TM��<
=
ĭ(

JY][ĭ,��((

%�? 
\QXPJ(-��ĭ 
,���(�(�%�

?�Dėm�@�(� 
 

\TM��<
=
ĭ�

QXPJ,���(�

(�%�?�DÒ�¼

��(�'�@� 
ńĥ� Z]JK]QŅ 
\JY][ĭ�-��ĭ

,���(�(�%�

?�DÒ�¼��(�

'�@� 
ńĥ� Z]JK]QŅ 

Ŏ 
 
 
 
 

6Ŗ7 
 
 
 

 
 
 
 

 
ő 

	
 �-��ĭ�,�ķ,Ò�ÎD÷

?��º�@�(�'�@� 
\-��ĭ,�ķD{�'r@� 
 
 
	
 �ď~,ĴE"ĭ�,�ķDÒ�

�(�'�@� 
\ď~,ĴE"ĭ+%�&�-��

ĭ(�Ý+�ķDr@� 
�|¢Dä9&� ,ĭ+�$!

���(�(�%�?�Dėm�"

��(� 
 
 
	
 ď~,ď�ĭ�ķDāk��


�(�'�@� 

	
 Ì�DÊ�@ 
\Ì�+�C�!ĤÐÌ

DÒ��( 
 
 
	
 �ķ,Ìû,Ò�Î 
\ď~,ĴE"ĭ,�ķ

DÒ��(� 

\-��ĭ+%�&� 

,!9+Ds��Ò�

�(�'�@� 
ńÒ� Z]JK]QŅ 
\ĴE"ď�ĭ+%�&�

���(�(�%�?��

+�!@ĵ~DÒ�¼

�&�@� 
ńĥ� Z]JK]QŅ 
\ën�Dà��Ò��

Ì,`'�Ġ�-��D�

�3�;�ĥêDĳ�

+ï�&�@� 
ńě� Z]JK]QŅ 
\ď�ĭ�ķDòĕ'�

@�ńĺ� òĕŅ 
 

-  6  -



ō� ÔÑ,å� 
ńŊŅ�ôÞ 

JY][ĭ,�ĿDĥ7���(�(�%�?�Dėm�@�(Dİ�&�-��ĭ,��

�(�(�%�?�Dėm���e*ěĔDē(��Ò�¼��(�'�@�� ńĥ8�(Ņ 
ńŋŅ�ÔÑ,��� 
	Ê�@�(
� � � JY][ĭ,���(�(�%�?� 
	Č���@�(
� -��ĭ,���(�(�%�?�Dėm�@�( 

ńŌŅ�èvì 
Z]JK]QŌ×� ÂĄ� JY][ĭ(-��ĭ,ÔÌń¾��!:,Ņ 
-��ĭ,ÔÌńyüŅ�  

ńōŅ�ÔÑ,¦ĸ 
 	
 �ċå�� \yü,�>CA 	
 ñ¶ê� \ÉÈ 

Ê 
� 
@ 

Ê 
© 
� 
> 
, 
Ĥ 
Ð 

Ŋ� ÌûD(>�@� 
	
 JY][ĭDĥ:
� 
 
ŋ� 9�&,øĢD�@� 
	
 9  
 
 
 
 
Ō� JY][ĭ,��((%�?Dėm�

@� 
	
 ���(�(�%�?��~�@ěĔDÆ

 
���(-�ĪĈ�%�?-�ľĈ'

¯�&7=
� 
\��(�:�:,D%?_�@ 
\%�?�<
2*
'�,0!?
�� 
!?�@� 
\%�?�$�?�!��� 
	
 JY][ĭ,V]L+��((%�?D

Ò�&7=
� 
 

 
	
 ģ,6(6?+âDm�&ĥ6�
@� 
\
6�/>�*�ĥ9*��ŕŇŔ
;œŇŒ+-�¿'ù�*�>ĥ8=

+�DÅ�@� 
	
 ��*WG[QD½��@� 
	
 !  
 
 
 
 
 
 
 
 
	
 ���(�(�%�?�D%*�� 
,!9+�Dx+a'�8=
+�
@� 

\ĈD¯��(�'�*�yü+-�
^ć+ÌDĥ7�WG[Q(*@ě
ĔDÆ��Č���@� 

	
 I]Z]RDÖÒ��ĤÐ��
(
�+åï'�@=
+�@� 

Č 
� 
� 
� 
@ 

î 
ę 
ø 
Ģ 
 
 
 
 
î 
ę 
ç 
� 
 

ō� ��((%�?DĤÐ�@� 
	
 JY][ĭ+*$&ġ�&7=
� 
\JY][ĭ-��:�:,D%?_�@l
eD�&�6�� 

\�<
2*
'��@=� 
\�$�?�!ī��@=� 
 
Ŏ� -��ĭ+%�&Č�=
� 
	
 -��ĭ,���(�(�%�?�Dėm
�=
� 

\��(!��(�B+�@iD��@ 
\%�?*��-����@= 
\%�?�<
2*����@= 
	
 -��ĭ,V]L+��((%�?DÒ
�&7=
� 

	
 -��ĭ+*$&ġ�&7=
� 

	
 VF'ĤÐ��
=
+�@� 
	
 hæ�;��=
+�JY][ĭ,
%�?,I]Z]RDŃÖ+Çù
�@� 

\qDġ�&đ��C�>*�yü
-�Ê©(^ć+ġ�=
+�@� 

 
	
 -��ĭ,ÌûDĶ?�ÌûDÿĥ
��{�'ĥ8=
+�@� 
	
 JY][ĭ(��»Ł'�ėm�@
=
+�@� 

ď 
¨ 
ğ 
t 

ŏ� jÏ,�ċDÁ?į@� 
	
 1  
 
 
 
 

	
 C�$!�(;Ľ��$!�(D
Z]JK]Q+ĝz�@� 
 

 

���(�(�%�?�Dėm�&Ò

�
� 

��(����	
 	
 	
 ,��( 
%�?�����?6�� 
� � � � � � � �6�� 
 ,!9+�����(�(�%�

?�D%*�ěĔ 

� -��ĭ-�!��(�B+�@iD!

��@�(�C�$!=� 

\-��ĭ,���(�(�%�?�
DÒ�¼��(�'�!�� 

ńZ]JK]QŅ 

-  7  -





 ဃẐẲẦẬỽーἛỉ˺ụ૾ẑẐấờẼỞỉ˺ụ૾ẑ࠰２

ҥΨӸᾉẶếめẟ୿ử୿Ắạ 

 

ṲẮỉ指導案ỉಒᙲểᙸ৑ᾉ 

 本単元は、２つの教ᮦ文「しかけカードの作り方」「おもちゃの作り方」を１

単元として１㸮᫬㛫ᵓ成となっている。前᫬に「けん⋢の作り方」の教ᮦ文で、

つなࡂことばを౑いながら、㡰ᗎ立てて説明することを学ࡪ。本᫬では、「しか

けカードの作り方」を౑い、全యとして大きくᗄつかのまとまり（ステࢵプ）に

分かれており、さらにそれࡒれのステࢵプの中にもいくつかの段階があること

を取り上げる（ලయ的には、ステࢵプ１：しかけのྎになる部分を作る、ステࢵ

プ２：かࡊりの部分を作る、ステࢵプ３：㈞り合わせる）。最終的にはステࢵプ

とつなࡂことばを上ᡭに౑いながら説明することを目指す。教科書には明示的

に書かれていないが、「しかけカードの作り方」の教ᮦのᣢつ特徴である、つな

がᏑᅾするということを取りฟ（プࢵステ）ことばの上位に、大きなまとまりࡂ

して指導しているのである。つなࡂことばを㉸えたより上位のᵓ㐀があること

を、教ᖌが意㆑化するのみならず、Ꮚどもたちに意㆑化させることで、つなࡂゝ

ⴥの利用を㉸えたより質の高い説明を実現しようとしているⅬが特徴である。 

 また、こうした࣏࢖ンࢺが理ゎできているかを確ㄆするために、理ゎ深化課題

では、Ꮚどもたち自身に、「しかけカードの作り方」を、教科書の෗┿のみを指

し示しながら、発表させる課題を設定している（図１）。こうした説明活動では、

 々にして教科書を୸ᬯ記して対ฎしようとしがちであり、なかなか 

  
図１Ꮚどもが説明する様Ꮚ（理ゎ深化） 図２Ꮚどもの説明書（単元の終ᮎ） 

第２部の２年団プレゼン資料より 

 

Ꮚ䛹䜒の᭩䛔䛯せ䛴䜑䛔᭩

ステࢵプ
㡰ᗎを表すことば
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自分のことばになりにくい。そこで、実㝿に説明させるまえに、教ᖌがしかけカ

ードを作る様Ꮚを↓ゝで実₇して見せ、それらを自分なりのゝⴥでみんなに分

かりやすくఏえて࡯しいということをồめている。こうした工夫によって、Ꮚど

もたちはᏊどもなりのゝⴥで説明していたという。 

 単元の終ᮎでは、自分で説明したいおもちゃをきめて、説明書を書く活動が設

定されている。図２に示すように、ステࢵプとつなࡂことばをうまく組み合わせ

ながら説明している様Ꮚがみて取れる。教ᮦがᣢつ特性を༑分に分ᯒし、明示的

に教えられなければᏊどもがẼづきにくい࣏࢖ンࢺまで取りฟし、明示的にఏ

えていたことによって、Ꮚどもたち自身のಶேで取り組む最終課題の質を高め

ることになったと考えられる。 

 

Ṳܱᨥに指導ẲẺಮ܇ử៊ộảẺẆ今後の展開にむけた視点ᾉ 

 本᫬では、ステࢵプとつなࡂゝⴥをうまく組み合わせながら説明することが

であった。このⅬをもっと᪩い段階で示してもⰋかったのではないかࢺン࢖࣏

という議論がみられた。実㝿の授業では、「大ษ」として、授業の࣏࢖ンࢺが最

も明示的に示されたのは、理ゎ深化課題においてであり、教ᖌが⣬をษる様Ꮚを

₇示したのちに、Ꮚどもに実㝿に説明させてみる┤前であった（このため、指導

案でも、「大ษ」が理ゎ深化の中に書かれている）。Ꮚどもたちがやってみたい㸟

とゝうẼᣢちが高まっているところをᑡしỈをさしたような形になってしまっ

たとも聞いている。理ゎ確ㄆ課題も、つなࡂゝⴥを᥈す活動であり、ステࢵプが

本᱁的に取り上げられたのは理ゎ深化の中であった。 

 このようなことを㋃まえると、以下のような代᭰案も考えうるのではないだ

ろうか。 

教ᖌからの説明：長いᡭ続きを説明するときには、大きなまとまり（ステࢵプ）

とその中の⣽い段階というὶれで説明するとⰋいことを教え、「しかけカードの

作り方」が実㝿にそのようになっていることを教科書に༳などをつけながら学

ゝⴥを多く利用するᚲ要がࡂプの中には、１つしか段階がなく、つなࢵステ。ࡪ

ない場合もあることもఏえる（「しかけカード作り」のステࢵプ２やステࢵプ３

など）。 

理ゎ確ㄆ：実㝿に「しかけカード作り」をステࢵプとつなࡂゝⴥを౑いながら説

明してもららう（実㝿の授業の理ゎ深化で行っていた活動を理ゎ確ㄆで行う࢖

メーࢪ）。教科書のᲬ読みならないように、先生の₇示も取りධれる。 
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理ゎ深化：かࡊりの部分にⰍをつけること（ステࢵプ２が」数のᡭ続きからな

る）や、ᑒ⟄もᡭ作りをして、そこにධれること（ステࢵプ４として、ᑒ⟄作り

が加わる）なども加えた方法を教ᖌが₇示してみせ、それらを上ᡭに説明する方

法をࢢループで考えさせる。 

自ᕫホ౯：わかったこと、まだよくわからないことなどを書かせる。 

（文㈐：植阪友理） 
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ᾂ࠰ဃẐ᫢ỔཋỉọỚế૙ảộẴẑ 

ҥΨӸᾉủẟửẝậềẶếめẟẲợạ 

 

ṲẮỉ指導案ỉಒᙲểᙸ৑ᾉ 

 本単元においてᏊども㐩には、⡿や大㇋など、ㄪ理の௙方によって全く␗なる

食ရに変わる食ᮦを題ᮦに、「おいしく食べる工夫（౛、⵨してつく、○いて⦎

って⵨したり↝いたりする、など）」と「どのような食ရにጼを変えたのか（౛、

もち㸭しょうࡺせんべい、など）」について理ゎするともに、教科書に記㍕され

ていない食ᮦを㑅ᢥし、自分でも౛をあげながら説明することがồめられてい

る。本᫬ではまず、教ᮦ文を⣲ᮦに、「おいしく食べる工夫」と「どのような食

ရにጼを変えたのか」を簡₩なゝⴥでᢤきฟして表にまとめる方法を学ࡪ。その

後、自分が㑅んだ食ᮦについて資料をㄪべ、同様に▷いゝⴥで表にまとめるとい

う活動を行っている。 

 この指導案の大きな見どころは、Ꮚどものつまずきの予 を強く意㆑しなが

ら設計されているⅬである。Ꮚどもがᙜヱ学習内容を深く理ゎするにあたり、ど

のようなつまずきが生じうるのかを予 し、授業設計に生かすことは「ᅔ難度ᰝ

定」（市川、20�4）と࿧ばれており、教ᖌの授業ᵓ想力の㔜要な一部とされてい

る。本᫬に༶してゝえば、ලయ的には、以下のようなⅬが挙げられる。まず、表

にまとめるという活動をᏊどもにồめた場合には、どうしてもࢭルの中のゝⴥ

が長くなりがちであるという問題意㆑を授業者はもっている。これを㋃まえ、

「教ᖌからの説明」において、このⅬについてᏊども㐩が意㆑化できるように、

指導を工夫している。この௚に、表のような思考ࢶールにまとめながら本文の理

ゎを促すことは多く行われているものの、学んだ思考ࢶール（表）を新しい場㠃

において、Ꮚどもたち自身で౑えるだけのスキルがᚲずしも༑分に育成されて

いないというつまずきの予 を行い、それを㋃まえた授業設計になっている。こ

のため、教ᮦ文の理ゎを促すために表を活用するだけでなく、理ゎ確ㄆでは、「教

ᖌからの説明」では取り上げていない部分を౑って表にまとめるయ㦂を行い、さ

らに理ゎ深化において自分の㑅んだ食ᮦの本を౑って᝟ሗを表にまとめる活動

を行わせている。新ᮌ教ㅍは、この指導案の一つの見どころとして、理ゎのため

の㐨ලとして表を導ධするだけではなく、自分たちの思考のための㐨ලとして

表を導ධしているⅬにあると㏙べており、そのⅬを強く意㆑した指導案である

ことがఛえる。 
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 この௚の見どころとして、Ꮚどもたちが自発的に図㚷➼をㄪべるだけでは、ᚲ

ずしも㐺ษな⣲ᮦにたどり着くとは㝈らない。そこで、ྖ書教ㅍと㐃ᦠしなが

ら、ᗄつかの⣲ᮦ（∵ங、㨶など）について、஦前に資料を用意したことが挙げ

られる。理ゎ深化では、ࢢループ単位で同じ食ᮦを㑅ᢥし、ラ࣑ࢿーࢺされた資

料をᅖみながら、ࢢループで一⥴に考えられるような௙᥃けとなっていた。 

 

Ṳܱᨥに指導ẲẺಮ܇ử៊ộảẺẆ今後の展開にむけた視点ᾉ 

 表のࢭルに▷くまとめるという活動は、一✀のᢳ㇟化であり、Ꮚどもたちにと

ってかなり難度の高いものであった。また、自分たちの㑅んだ⣲ᮦについては、

ྖ書教ㅍと㐃ᦠしながら資料を作っており、図㚷などから自⏤に㑅ばせるより

もずっと表にまとめやすいものとなっていた。それでも、Ꮚどもたちが᝟ሗ㔞の

多い図㚷からᚲ要な᝟ሗを読み取り、表にまとめることはかなりᅔ難であった

ことが、Ꮚどもたちの様Ꮚから見て取れたという。また、∵ஙは食ရがฟ᮶上が

るまでの㐣⛬が分かりやすく、「おいしく食べる工夫」と「どのような食ရにጼ

を変えたのか」をẚ㍑的見つけやすかったものの、それ以እの⣲ᮦはまとめるの

が難しいなど、㑅んだ課題による㐪いも見られたという。 

 これらの問題Ⅼをゎ決するにあたり、理ゎ深化課題は、∵ஙに⤠ってᏊども㐩

に୚えるという案もあっただろう。同じ⣲ᮦであっても、どのようなゝⴥを౑っ

てࢭルにまとめるのかには⌜ごとに㐪いがみられる。そうしたまとめ方の質の

㐪いを全యで共᭷することによって、ࢭルに▷いゝⴥでまとめられるようにな

るという本᫬が目指すもう一つの目ᶆについてもさらに意㆑化されたのではな

いかと考える。こうした授業を行った上で、図㚷から自分が㑅んだ⣲ᮦで活動を

やってみるということは一✀の᥈究活動にもなりうる。本᫬は習得的な学習の

場㠃であると考えられることから、ᑗ᮶的な᥈究の⣲地となる基本的なスキル

を⋓得する目的で、教ᖌが設定した特定の課題において取り組み、その質にまで

深く㋃み㎸むことでᑗ᮶の学習にഛえる、といったことも考えられるのではな

いだろうか。 

（文㈐：植阪友理） 
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ᾄ࠰ဃẐଢଐửếẪỦỪẺẲẺẼẑ 

ҥΨӸᾉᎋảửଢᄩにẲềᛅẲӳẟẆ੩案ẴỦ૨ᇘử୿Ắạ 

 

ṲẮỉ指導案ỉಒᙲểᙸ৑ᾉ 

本単元は、自分の身のᅇりの問題をࢢループで設定し、そのゎ決方法をࢢループ

で㏣ồし、最終的に提案書を書いて発表するというὶれになっている。テー࣐は

、ループで一つであるが、最後は一ே一ேが提案書を書く計画である。本᫬はࢢ

ループで取り上げる問題（テー࣐）を決める場㠃である。前᫬までに、自分のࢢ

意見については、ㄪᰝなども行いながらもっている。また、ᯫ✵の問題（യつい

た小㫽の世話）を取り上げて、議論はどのようなὶれで行うのかについては学ん

でいる。本᫬では「意見が対立したときにどうするのか」ということを中心に学

Ꮚどもたちの意見はⰋさを強ㄪするだけで平行⥺になりがちで、最終的にኌ。ࡪ

の大きなᏊの意見が通りがちである。こうしたときに、なぜその࢔ࢹ࢖࢔なのか

を説明したり、質問したりすることは、議論の基本であり教科書にも取り上げら

れている。さらに、」数の࢔ࢹ࢖࢔を㍈を立ててᩚ理したりすることも議論をᩚ

理する上では᭷ຠである（教科書では取り上げられていない）。この授業では、

教科書にも取り上げられている「なぜその࢔ࢹ࢖࢔なのかを説明する」「質問す

る」といった࣏࢖ンࢺに加えて、議論の㍈をᩚ理する㍈を示した思考ࢶールを୚

える（図１参照：⦪㍈は「できる」「できない」、ᶓ㍈は「ಶே」、「学⣭」、「学校」、

「地いき」）。付⟢にそれࡒれの意見を書いて、それらの㍈上に位置付けて議論す

ることで、意እなᏊどもの意見が᥇用されたࢣースもあったという。㍈を立てて

議論をᩚ理することをの᭷ຠ性は、学活において࣋࢖ンࢺを決める㝿にも取り

ධれるなど、㐃動しながら指導しているとのことであった。 

 

第２部の５年団プレゼン資料より 
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Ṳܱᨥに指導ẲẺಮ܇ử៊ộảẺẆ今後の展開にむけた視点ᾉ 

 本᫬では、思考ࢶールと教科書で示された࣏࢖ンࢺをうまく㐃動させながら

議論を深めることが期ᚅされていた。౛えば、付⟢で思考ࢶールの上に࢔ࢹ࢖࢔

を㈞った上で、㍈には現れていない提案のメリࢹ、ࢺࢵメリࢺࢵなどをཱྀ頭で議

論するなどといったጼである。一方で、Ꮚどもたちの議論は、どうしても㍈だけ

になりがちで、それだけでุ᩿してしまいがちにあったという。つまり、思考ࢶ

ールの᭷ຠ性についてはかなり実感され、全ဨの意見をうまく組みධれながら

意思決定がฟ᮶た一方で、思考ࢶールと、授業で取り上げた࣏࢖ンࢺをどう㐃動

させて議論を深めていくのかということについては、Ꮚどもたち自身がලయ的

な࢖メーࢪがᣢてなかったと思われる。㍈でᩚ理した上で、意見஺᥮の㝿には、

そこには表現されていないⰋいⅬやẼになるⅬを中心に意見஺᥮し、最終的に

は⥲合的にุ᩿するということを、思考ࢶールの౑い方としてはじめに明示す

ることも᭷ຠであったかもしれない。 

 また、௒ᅇはどのような㍈を立てるのかは教ᖌから୚えている。一方、社会に

ฟてから期ᚅされることは、自分たちで㍈を立てていくことである。௒ᅇは、㍈

を自分たちでᢳฟするということにまでは⮳っていない。ただし、௒ᅇは㍈を立

ててᩚ理するということがึめてのᶵ会であったので、教ᖌから୚えられた㍈

でᩚ理してみるということであっても༑分であっただろう。また、この授業を㉸

えて、௚の活動とも㐃ᦠしながらこうした力を育てているときく。よって、ᚎ々

にᏊどもたち自身でどのような㍈を立てればいいのかを考えられるようになる

とよいのではないだろうか。そうすることで、「教えて考えさせる授業」が≺っ

ている、自立した学習者を育てるということが期ᚅできるだろう。 

（文㈐：植阪友理） 
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ҥΨӸᾉᐯЎỉज़じẺẮểửẆஒᛠỂᘙྵẲợạ 

 

■この指導案の概要と見所： 

 本単元は、「やまなし」の作ရを理ゎしたうえで、自分たちが理ゎした内容を

まえて朗読（中でも⩌読）で表現することを目指した単元である。「教えて考ࡩ

えさせる授業」では、Ꮚどもたちが「理ゎ」したጼを捉えるどⅬとして、Ꮚども

自身が表現できるጼを㔜どする。༑分な理ゎを㐩成したうえで、⩌読というこれ

までにない新しい形で⊂自の表現࡬とつなげていこうとするⅬで、㠀常に⯆࿡

深い指導案であろう。 

 ここでは、「やまなし」の理ゎを確かなものにする᫬㛫（5 ᫬目）と、それを

㋃まえて⩌読にධるの最ึの授業（６᫬目）の２本の指導案をᥖ㍕している。こ

の単元ᵓ成の特徴として、⩌読の前提となる「やまなし」の理ゎを確かなものに

する工夫がちりばめられている。౛えば、この作ရは「５月のᗁⅉ（キーワード

はかわせみ）」と「１２月のᗁⅉ（キーワードはやまなし）」という２つの場㠃か

らᵓ成されており、それࡒれࣔࢳーࣇがある。それらの理ゎを深めるために、「࢖

ーࢺࣁーࣈのክ」という㈼἞の生き方や౯್観について㏙べた教ᮦ文も合わせ

て読んでおり、ࣔ 、の教示を行っている。５᫬目ではࢪメー࢖の元となるࣇーࢳ

なぜࢺ࢖ࢱルを「かわせみ」ではなく、「やまなし」にしたのかという問いを設

定することで、㈼἞の世界観とつながっていることや、２ᯛのᗁⅉのうち、「５

月のᗁⅉ」は一見きらきらと⨾しいものの、㈼἞の世界観とはᚲずしも一⮴して

いないことをつかませるᵓ㐀になっている。 

 これらを㋃まえて、６᫬目では、୧方の࢖メーࢪを㋃まえた⩌読࡬と㐍ませて

いる。⩌読とは、」数の朗読者が、読むኌⰍ、㏿度、ே数、ゝⴥさえも変えるこ

とで、世界観を表現するものである。Ꮚどもたちは、冒頭で⩌読のための朗読記

号を学び、理ゎ確ㄆで▷めの文章でయ㦂し、最後、理ゎ深化として実㝿に５月と

１２月（授業では、ࢢループごとに５月か１２月のどちらかを読む形となった）

を読み方をࢢループで考え、┦ㄯし、発表するというὶれであった。また、㔜要

な࣏࢖ンࢺとして、読み方の࢔ࢹ࢖࢔が␗なった場合には、ᚲず、なぜそのよう

な読み方がⰋいと思ったのか、自分の作ရ理ゎを説明することを課していた。

「なぜそのように読むのか」、「それはこのような場㠃だと自分は理ゎしたから」

というやりとりを通じて、⩌読を行わせながらも、作ရの理ゎも深めることが意
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図されていることがఛわれる。 

 本᫬は公開研究授業として実᪋されているため、筆者も授業に参加し、その様

Ꮚを見ている。理ゎ深化では、教科書のᣑ大コピーに⩌読記号を書き㎸みなが

ら、どのようによむのかを活発に議論しあうᏊどもの様Ꮚがㄆめられ、一✀の࢔

 。の様┦もよく見て取れたࢢンࢽラーࣈ࢕テࢡ

 

■実際に指導した様子をふまえた、今後の展開にむけた視点： 

 ５᫬目については、ࣔࢳーࣇの明示をどの⛬度行うのかということが௒後の

᳨ウ課題としてṧった。ᚲずしも、こちらの読み取り方をᢲし付けたくないとい

う授業者の意図もあり、Ꮚどもたちが「５月のᗁⅉ」と「１２月のᗁⅉ」のࣔࢳ

ーࣇを学習する場㠃では、ࣄンࢺとしてこれまでの学習で関㐃するところが示

されたものの、ᚲずしも５月と１２月のࣔࢳーࣇは明示的には教授されなかっ

た。このため、筆者が観ᐹしていた授業では、「࢖ーࢺࣁーࣈ」の࢖メーࢪに近

い「１２月のᗁⅉ」についてはẚ㍑的よく捉えれていたものの、５月のキラキラ

しているものの、ཝしい世界観については、Ꮚどもたちが「きらきらしている、

きれい」というゝⴥが先に立ち、「きらきらしているが、下にいるもの（ここで

はカࢽ）はⴎ⦰しているጼ」という対ẚ的なᵓ㐀をᚲずしも༑分には捉えられて

いなかったように思う。この⤖果、なぜ「やまなし」がࢺ࢖ࢱルなのかを考える

場㠃では、一部のࢢループでかなりᝎんでいる様Ꮚがみて取れた。ࣔ 、はࣇーࢳ

これまで発見学習としてつかませてきた部分であるだけに、教えるということ

に᢬ᢠもあり、やりにくい部分も多々あると思われる。しかし、その先の活動

（ここでは⩌読）を用意しており、理ゎを表現につなげるというより高いステー

、を目ᶆとしている。高い目ᶆの部分（すなわち、ある一定の理ゎを㋃まえてࢪ

どのように表現するのか）という部分で創意工夫、発見的な学習をᮃむのではれ

ば、ࣔ をある一つのゎ㔘として教えて、活動に⤖び付けてもらう（もちろࣇーࢳ

ん、その㐣⛬でูのゎ㔘が生じればそれにそった創作活動も༑分にㄆめられる

べきである）ということも௒後᳨ウされてもⰋいのではないかと考えられる。 

 ６᫬目については、理ゎ確ㄆにおいて、「㈼἞のఏえたいことがきちんとఏわ

る読み方」ということを目指し、本文の一部を౑いながら、⩌読の⦎習を行って

いる。この㝿、どうしてもᥥかれている内容の⣽かい表現を中心に読み方を決め

る方となってしまい、場㠃全యの㞺ᅖẼを意㆑した上で、読み方と決めるという

ことに⤖び付けられなかった。この⤖果、理ゎ深化において５月と１２月のどち
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らを㑅び、読み方をࢢループで考えてみるという場㠃でも、どうしてもಶ々のゝ

ⴥなど、⣽かい表現にᘬきずられてしまった。カࢽの඗ᘵが感じているẼᣢち

（ᜍᛧやᏳ心）といったことを意㆑しながら、⣽かい表現に加えて全య的な࢖メ

ーࢪや㞺ᅖẼを意㆑しながら⩌読を行えるようにもっていくことができれば、

理ゎを㋃まえた⩌読という形にさらにつながったのではないかという議論が᳨

ウ会ではฟされた。 

（文㈐：植阪友理） 
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第６学年１組 国語科学習指導案

授業者 寺田 育代
１ 日 時 平成 27 年 11 月 4 日（水）

２ 単元名 自分の感じたことを、朗読で表現しようやまなし

＜資料＞イーハトーヴの夢

３ 本時の活動（５／８）

（１）目標 「5 月」と「12 月」の幻灯を前時までに作成した表を使って違いを確認し、

さらに「かわせみ」と「やまなし」を比べることで、賢治が題名を「やま

なし」にした意図を自分なりに考えることができる。

（２）本時のおさえ

【教えること】 「5 月」と「１２月」の、谷川の様子、かにの様子、出来事の違い。

【考えさせること】題名を「やまなし」にした賢治の意図。

（３）準備物

教師…前時までに授業で作成した「５月」と「１２月」のイメージ表

児童…「5 月」「１２月」で作成したイメージ表

（４）本時の展開

授 ○学習活動 ・児童のあらわれ ○留意点 ☆困難度査定

業 ・支援 評価

前 予習 ○前日に「5 月」「12 月」を読む。 ○家庭で本読み。

教 教師 １ めあての確認をする。 ・前時までに作成した、５月と

え から ○め 「5 月」と「１２月」の幻灯を比べよう。 １２月の表を並べて比べる

る の説 ○前時までに、作成してきた「5 月」「１２月」 ことできちんと押さえる。

明 の表を合わせて比べる。 ・「イーハトーヴの夢」の賢治

・谷川の様子 かにの様子 出来事 の理想を押さえる。

理 ２「かわせみ」と「やまなし」を比べる。 ・グループで話し合い、まとめ

考 解 ○同じ上から谷川に来たものなのに、「かわせ て発表することで考えを共有

え 確 み」と「やまなし」が、かにの親子にもたら する。

さ 認 したものの違いを考えよう。

せ ・「かわせみ」・・・こわくてするどい恐怖。 ・５月と１２月のイメージと、

る 直線的で危険。怖ろしい死。 ２時間目で学んだ賢治の考え

・「やまなし」・・・いい匂いの安心感。 ていた理想の世界と関連づけ

曲線的な優しさ。食べられる命のもと。 て考えると深まることを伝え

理 ３題名を「やまなし」にした意図を考える。 る。

解 ○賢治が題名を「やまなし」にしたのはどうし ☆「やまなし」のイメージがわ

深 てだろう。落ちてきたときの音や、様子から いてこない児童が予想される

化 考えよう。 る。「やまなし」が落ちてき

・「やまなし」はトブンってあるから優しい。 たときの音から、「かわせみ」

・「かわせみ」は鋭いから怖ろしいものだから。 が入ってきたときの音を想像

・「かわせみ」は命を奪うもので、「やまなし」 させることで、二つの違いを

は命を与えるものだから。みんな幸せになる。 感じ取らせたい。

○「5 月」の「12 月」の違いをまとめよう。

自己

評価 ５ 今日の学習を振り返る。 ○授業の感想を自分の言葉でノ

・「５月」と「１２月」の違いが分かった。題 ートにまとめさせる。

名を「やまなし」にした意味も考えた。

（５）授業の視点 ２つのイメージ表を比べることで、賢治の考えた「やまなし」を読み

深め、賢治が題名を「やまなし」にした意図を読み取ることができたか。

「５月」と「１２月」の違

いを言葉や文章から比較し、

賢治が題名を「やまなし」

にした意味を考えることが

できた。（読むこと）

○ま 「 5 月」の「かわせみ」は、おそろしい

イメージがあるけど、「 12 月」の「やまな

し」は、優しく安心感がある。賢治は自然

の恵みがあるあるみんなを幸せにする「や

まなし」を題名にしたのかな。
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研究メンバー 

 

■袋井市立高南小学校 

 

校長 岡田松吾  

 

教頭 兼子近司 

 

1 年部 比奈地典子 山口亜矢 安間早紀奈 小倉理恵子 

 

2 年部 金原理恵子 内藤俊茂 榛葉佑佳 太田幸恵 

 

3 年部 村松靖則 新木 友 神田泰子 袴田友子 

 

4 年部 山田弘子 大石和正 滝口泰宏 神谷とよ子 

 

5 年部 鈴木博之 松尾健央 近藤郁子 齋藤奈奈 

 

6 年部 寺田育代 及川尚紀 鈴木由美 

 

 

■東京大学大学院教育学研究科 

 

助教 植阪友理 
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